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ロシアにおけるエス トニア離散民

帝政のエス トニア支配の負の遺産

庄司　博史

はじめに

　他のバル ト諸民族 と同様 に、エス トニアは ロシア革命の混乱 に乗 じてロシア とバル トドイツ

による支配か ら脱 し、ほぼ20年 間の独立共和国時代を享受 したが1940年 ソ連に併合 された。

しか し、 この共和国時代の国家的基盤 が、50年 後 の ソ連解体期 において独 立回復、お よび正常

化 に有利 な条件を形成 してきたのは事実である。また、その過程 で同様 に重要な役割 を果た し

てきたのが、在外エ ス トニア人 といわれ る西側 に居住す るエス トニア人であ る[Walter　 1993]

[Vahtre　 1993:173-176][Raag　 1993:364-365]。1990年 頃 かれ らの数は86,000人 に ものぼっ

ていた1。 その多 くは第二次大戦中お よびその直後、西側へ亡命 した8・9万 の人 々で、北アメ

リカ、ヨー ロッパにおいて共和国時代の さまざまな文化活動 を維持する一方で、反 ソ運動、エ

ス トニ ア独立運動 を強力に推進 してきた2。 そ して今 回の独立回復 に際 し、西側 の経済的、政

治的支援 を取 り付ける上で彼 らの果 た した役割 は大 きったほか、みずか ら新政権に閣僚 として

参加 したこ とな ど、エス トニアは もとより、国際的 にも脚 光を浴び ることになった。現在帰国

エス トニア人 との間に不動産返還、二重国籍な どの問題はあるが、西側の在外エス トニア人は、

一般 に評価 されてきた
。

　 しか し、ロシアには、帝政末期ほぼ20万 人 近 くのエ ス トニア人が居住 していた ことにっい

ては、西側 ではほ とん ど関心が向け られ る ことはなか った。 そのほとん どは、エス トニアにか

ぎらず帝政 支配下 にあった ヨーロ ッパ地域 か らも多 くみ られたよ うに、帝政時代後半の植 民振

興策に よりロシア各地に移 住 した人々であった。本国 において人口百万足 らずのエス トニア人

において さえ一 時は二割近 くがロシアに住んでいた といわれ るほ ど移住は大 きな意味を持って

いた。かっ て移住 した集団の一部は、現在に至ってもまだ約4万 人ほ ど居住 していると推測 さ

れ てい る。

　 近年 、彼 らについては、同化問題や困窮情況が伝 え られ 、さらにアブハジアの紛争下での難

民化 な どが明 らかにな りエス トニア国内ではかれ らの帰還が と りざたされている。先に述べた

ように、西側在住エス トニア人は、 ソ連時代エ ス トニアの文化活動を国外で継承 し、その国家
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としての独立回復と再建において果たした貢献を評価 されてきた。それに対 し、ロシア、旧ソ

連在住のエス トニア人に対 しては、エス トニア本国の人々の態度は大きく異なっている。 この

小論においては、ロシア在住エス トニア人の各時代における移住をその社会的背景とともに概

観し、またかれ らの活動や処遇の推移にも注 目したい。そして、ようや くソ連から独立を回復

したエス トニアにとって、帝政時代からの対ロ シア関係の遺産 ともいえるロシア在住エス トニ

ア人の持つ意味を考えてみたい。

1　 エ ス トニア と在 外 エス トニ ア人

　エス トニアは面積約4万5千 平方キ ロ、ほぼ九州 に匹敵 し、人 口は150万 人(1995年)足

らずで、 ヨー ロッパでは最小の共和国の一つである。全人 口中民族 ・言語的 にエス トニア とみ

なされるのは全体の64.2%で 、残 りの28.7%の 大部分は 「少数派」 ロシア人 などス ラブ系住民

が しめ る。 この うち大部分 は1945年 以 降、 ソ連 による実質支配 が本格化 してか らの移民で あ

る。一方海外在住のエス トニア人 も現在約15万 人 にものぼるといわれ る。 うち9万 人ちか く

は、 ヨー ロッパ、北米 を中心 とす るア メ リカ、オー ス トラ リア等 へ移住 したエ ス トニア人、お

よびその子孫で、ソ連時代には 「在外エ ス トニア人」valiseestlaneと い うと彼 らをさす語で あ

った。その多くは第二次大戦 中、 あるいはそれ以降 のアメ リカ、 ヨー ロッパへ の難 民、亡命者

として流出 した人々であるが、前世紀か らの新大陸への移民 も少な くない。 ソ連か らエ ス トニ

アが完全に分離 した現在 、この人々は 「西エス トニア人」lafineeestlaneと よばれ、在外エス ト

ニア人の うちロシアお よび 旧 ソ連邦 に居住す るエス トニア人 と全 く異な るグループ して扱 われ

てきたのはすべに述べた ところである。他方、以下あつか う後者のエス トニア人はエス トニア

独立回復後 ようや く最近になって、そ の存在が注 日を集め始 めてい るが、西エス トニア人 と区

別 して 「東エ ス トニア人」idaeestlaneと い う名称が定着 しつつあ る。 本稿 において も東エ ス

トニア人とい う語を用いる場合 は、これ らの人 々を さしてい る。

　 東 エス トニア人

本論にはいるまえに、い くつかの概念 を手み じか に明 らかにしておきたい。

　まず 「エス トニア人」 につい てである。 ここでい うエ ス トニア人 とは、エスニ ックな意味で

のエス トニア人、つま り単純 にい うと伝統的 にエス トニア語 をはな し、いわゆ るエス トニア伝

統文化を継承 してきた人々、およびその子孫 である。 これ は以下で も扱 うエス トニアの土地 に
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居住する他のエスニック集団、かつてのバル トドイツ人、帝政以降ではロシア人等 と区別する

ための定義である。幸いエス トニアでは、現在までエス トニア民族 とエス トニア語話者とはほ

ぼ一致する概念であり、事実上曖昧な部分はほとんど存在 しない。問題は在外エス トニア人の

うち、言語的に他言語に同化した人々、および族際婚に出自する人々である。これ らはエスト

ニア本土においては現実の問題 としてほとんど存在 しなかったが、旧ソ連の各地においては、

二世、三世以降その割合はかなり高くなっているはずである。民族は本来その集合的指標とい

われるものを一部欠 く周縁部においてこのような不安定な部分をもつが、実際には動揺する意

識と現実的利害関係に応じ、自己申告としてあらわれるものに頼 らざるを得ない。ロシアでは

1897年 全国的な人口統計がとられており、ソ連時代にもほぼ10年 ごとの人口調査において、

自己申告による各地の民族統計が存在 している。ここに引用した文献に用いられているのは、

小規模の現地での調査によるもの以外は、ほとんどこれら人口統計によっている。

　次は、どの範囲までを本来のエス トニアとみなすかとい う問題であるが、これは旧ソ連のど

の地域のエス トニア人を在外エス トニア人とみなすかとい うこととかかわっている。エス トニ

ア人は隣接するロシア領土の一部には古くから居住 していたことがしられており、それらの地

のエス トニア人を在外エス トニア人とみなすか、本土在住エス トニア人とみなすかということ

になる。これはどの時代の居住地がエス トニア人のものと同定できるかという民族考古学にく

わえ、多分に政治的な立場に左右 されるもので、現にエス トニアとロシアのあいだでは大きく

見方が異なっている。本稿では、エス トニアの通念にしたがい、現在のエス トニア共和国領土

およびプスコフ州ペチ ョラ地区(エ ス トニア語ペッツェリ)を エス トニア人の伝統的居住地域

としてエス トニア本土 としてみなすことにする。ペ ッツェリ地域はエス トニア系セ トゥ人の伝

統的居住地域(民 族的居住地域ともよばれる)で かつてエス トニアにも属した地域である。の

ち説明するように現在ロシアが実効支配しているが、エス トニア系住民は1920年 代はじめに

は2万 人[Setumaa　 1928:42]、 現在も約1,000人 いるとされている。 したがって、現ロシア

在住のエス トニア人のうち、ペ ッツェリの住人は、在外エス トニア人 とはここではみなさない。

　ここで対象とする東エス トニア人の範囲はほぼあきらかになったが、かれらは長期にわたり、

ロシア各地にさまざまな形態で、移住 し、また異なる処遇をうけてきたわけである。ここでは

まず、それ らと深く関わっているエス トニアの対ロシア、ソ連関係史を概観 しておく。本論に

おける東エス トニア人についての記述は以下の歴史区分にそって行うことにする。
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　ロシア帝政時代　ほぼ現在のエス トニアに当たる地域は13世 紀以降デンマーク、 ドイツ、

ポーランド、スウェーデンの支配をあいついでうけたあと、1700年 に始まる北方戦争でスウェ

ーデンの敗北をもってロシア領となる。 しか し現在のエス トニアに当たる地域は、北部はエス

トラン ト県(現 エス トニア北部)、南部はラトビアの一部とともに リフラン ト県に二分されたま

まであった。南北エス トニアが一つのエス トニア県として統合 されたのは、ロシアの1917年

2月 革命以降である。この間、エス トニア人はそれまで封建領主として支配 してきた ドイツ人

とロシア帝政の二重権力下におかれ、19世 紀初頭までほとんどは実質的に農奴として移動の自

由さえ拘束されてきた。

　エス トニア独 立共和国時代　エス トニアは19世 紀半ば以降の民族覚醒期に民族 としての

輪郭を形成 し、ロシア革命に乗 じて独立を宣言する。バル ト地域の覇権をねらうドイツの敗退

後、ソビエ ト・ロシアはエス トニアの独立を認めなかったが、1918年11月 始まったいわゆる

「解放戦争」において戦況を有利にすすめたエス トニアは、1920年2月 タル ト条約により初

めて実質的な独立を獲得した3。 この際、エス トニアは先に触れた北東部のナルバ川領および

南東部のペ ッツェリ領を、ロシア人をふ くめた住民とともに自国領土として獲得している。 こ

れにともないペッツェリ領からは約2万 人のエス トニア人が共和国民となったが、 うちその4

分の3以 上は、エス トニア人のサブエスニック集団で正教徒のセ トゥ人であった[Setumaa

1928:42]。 またタル ト条約では、相互の住民のうち希望するものに対しては相手方への帰還を

許すことも取り決められているが、これについては後ふれる。

　ソ連時代　エス トニア共和国は独立約20年 後の1940年 、ソ連の軍事的圧力の下、ソ連へ

併合される。これに先立ちソ連は ドイツとの問にバル ト地域の支配に関 しドイツとかわしてい

た密約リッベン トロップ議定書が存在していたことが知られており、この併合の際の非合法性

を根拠にエス トニアはソ連支配を認めず、エス トニア共和国の法的な存在を主張 してきた。エ

ス トニアはソビエ ト政権樹立後まもなく第二次大戦下 ドイツに占領 されたが、終戦 と同時にソ

ビエ ト体制が復活 した。いわゆる西エス トニア人の多くは、 ドイツ占領下および終戦直後にエ

ス トニアを脱出した人々である。1940・44年間に約8万 人が西側へ逃亡したといわれる[6ispuu

1992:235]。 その後かれらと本国のエス トニアとの連絡は厳 しく統制され、エス トニアにおい

て60年 代以降次第に外部との接触が緩和されるなかでも本国訪問が許されたのは、反 ソ活動

などに加わらない一部の人々に限 られていた。またソ連体制復活後間もない1945年 、かつて

タル ト条約によって1920年 エス トニア共和国独立の際編入 された、ナルバ、ペッツェ リの二

つの領土の大部分はロシア側にもどされている。
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　独 立回復以降 エス トニアが正式にソ連から独立を回復したのは1991年 秋であったが、い

うまでもなくこれは80年 代のペレス トロイカによる民主化の流れの中で実現したものである。

運動の進展 とともに80年 代後半には、当局による在外エス トニア人との交流への統制も緩和

し、それまでほとんど不可能であったエス トニア人の西側訪問や在外エス トニア人の母国訪問

も可能になった。ソビエ ト体制から政権を奪取しつつあった民族派は、在外エス トニア人の残

した資産の返還、市民権の保証など施政方針に取り入れることで西側および西エス トニア人の

支援をとりつけ、事実冒頭に述べたように再生エス トニアには50年 近くの亡命生活のあとエ

ス トニアに復帰 した人々も多い。 しかし、大部分は潜在的エス トニア市民権を有 しながら海外

に生活の基盤を築き定着 している。それでも本国では一般市民と同じ権利を有 し、また現住民

に不動産の返還を求めるなど、最近は一般市民のあいだでは、西側のエス トニアに対する評価

も一時ほど肯定的なものばかりではなくなっている事も確かではある[Soosaar　 1997]。 一方

新政権はそれまで過剰に増加 したスラブ系住民の人口と勢力を抑制するため、国籍法、言語法

など導入 した。 これにたい しロシア側はエス トニアに在住するロシア人の権利の保護を様々な

対エス トニア外交交渉の条件として提示している。

　 なお以下の記述 に関 してもちいた文献 として主な ものをあげてお く。在外エス トニア人につ

いては[Raag　 1995:339・375][bispuu　 1992:307-330][Kulu　 1993]を 参 照 した。また各時代

の東エス トニア人状況 を概説 したもの としては[Nigol　 1918][Maamagi　 1980]な どがあるが、

後者は特に ソ連時代 ソビエ ト社会建設 に参与す る人々 として在外エス トニア人 をあっかったも

の として知 られてい る。その他 、1970年 代 半ば以降、シベ リア、コーカサス、ボルガ地域、ペ

テル ブル グな ど旧ソ連各地のエス トニア居住地についての雑誌記事のほか、お もに言語、 口頭

伝承 など伝統文化 をあっかった研 究論文が多 くみ られ るが、参照 した ものは文 中で明 らかに し

た。最近の東エス トニア人帰還 に関 しては、主に新聞、」Eesti Paevaleht(Tallinn)、 　 Postimees

(Tartu)の 記事 、お よびエス トニア文学博物館研究員.Astrid　Tuiskの 個 人情報 によった。

2　 帝政時代のエス トニア人移民(-1917)

　エス トニア人は、19世 紀前半以前には上述の伝統的居住地域に比較的まとまって住んでおり、

ロシアの他の地域に住んでいた人々の数は限られていた。その多くは流刑、強制移住民、ある

いは戦争の捕虜や難民として移住したらしい。ちなみに1719年 ロシア各県の人口統計でエス
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トニア人が住んでいたのは、現在の北エス トニアにあたるエ ス トラン トに126855人 、 南エ ス

トニアにあたる リフラン トに180,432人 で 、その東に隣接す るプス コフ県には1953人 にす ぎ

なかった[Peterson　 1986:95]。

　最 も早い移住地はエス トニアにペイプス湖 をはさんで隣接す るプス コフ周辺地域 にあった と

いわれ、15世 紀 か らとされ る。後16世 紀 にもプスコフ県、特にクラスノゴロ ドスコイ ェのあ

た りは、エ ス トニア と近いこ ともあ り長年にわた り移住が行われて きた。現在 この地域のエ ス

トニア人の子孫 はロシア化 してい るといわれる[Raag　 1995:340]。 ま た18世 紀 には北方戦争

の避難民がプスコフ湖の東部あるい は東南部のペ テル ブル グ県、プスコフ県に移 り住んだ とい

われ る。同様 に当時の ヴィテブ スク、現在の ラ トビア南東に もエ ス トニア人が移 住 し、約100

年前 にも4,300人 ほ ど確認 され てい るが、現在 ではラ トビア人にや は り同化 しているとされ る

[Raag　 l995:341]。

　 帝政 時代の流刑民 と移 民

　エス トニア人の伝統的居住地域であったかつてのエス トラン トとリフラン トか ら本格的な移

住が始まったのは、農奴解放 のあと、実際に移動の 自由が認 め られ た1860年 代 以降 である。

またその背景には、政情不安や飢饉 があった ともいわれ る[Raag　 l995:345]。 す でに1816,19

年 に形式的 な農 奴解放令が発布 されているが、現実 は農民の逃亡を恐れ る地主によ り、賦役労

働 をかせ られ土地に縛 られ続けていた。それで も、移住 はすで に3,40年 代 か ら、エ ス トニア北

部、中部を中心に始まっていた ことが知 られ てい る 。 当時の移 民はやは り、近辺のペイプス湖

東岸 にむかい、ペテルブル グ県の オウ ドバ郡や プスコフ県に植民地が形成 されたが、 この時期

は じめて南 ロシアのサマラ県(現 サ ラ トフ州)、 ク リミアにも移住 してい る。 この第一次の移 民

期において、エス トニア南部か ら約1,400人 、 北部か ら2,200人 が エス トニア以外 の地へ移住

した といわれ る[Raag　 1995:342-3]。

　 ところでシベ リアはロシア帝政時代 の罪人、反逆分子等の流刑 先 として しられてい るが、エ

ス トニアか らも様々な理 由で当地へお くられてい る。19世 紀 初頭 、微罪者 は主 に西シベ リアの

オムスク西北のル ジュコフ、重罪者 は東 シベ リアの ミヌシ ンス ク周辺 にあつ め られ た[Raag

1995:343]。 こ とに19世 紀 半ばまで ドイツ人地主に対す る農民の反乱がエス トニア各地でおこ

ってお り、中でも有名なマハ トラの反乱に参加 した数 百の農民の うち数十人はシベ リア送 りと

なっている[Zetterberg　 1995:67]。 か れ らは歩いて ミヌシンスク東部のオ ミ川 までいた り、 ヴ

ィル村 をたてた といわれている4[Viikberg&Vaba　 1984:146]。
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　ただ しシベ リア各地に も、当局の奨励 とはいえ自由意思に よる移住 も行 われ ている。先ふれ

たル ジュコフは、エス トニアの他 、フィンラン ドや ラ トビアか らのシベ リア移民の中継基地 と

して発達 し、1850年 に は1,600人 以 上の住人 を擁 していたが、 その後1861年 民族 ごとの村

の設立が許可 されて以降エス トニア人の村が各地に出現 している。そのほか知 られてい る村 と

しては、 ミヌシンスク近辺 には上スエ トウキ村、上ブ ランカ村 などができた。のち1880年 代

の大 量移民期には トボルスク、 トムスク、イェニセイ スク、 クラスノヤルスク、ウラジオス ト

ック周辺に もエ ス トニア人村 が生まれ てい る[Raag　 1995:343]。

　 1880年 代 の 移住

　 1800年 代後半 にな るとパ スポー ト法が施行 された ことで、 ドイツ人地主に よる土地への拘束

が解 け農民は 自由な移動が可能になった5。 さらに鉄道が開通 し、交通が容易になったことで、

エス トニア特に島嶼 部の住民の移住が急激 に増大 した。この時期にはペテルブル グ、プスコフ、

ノブ ゴロ ド県に くわ え、 うえにあげたシベ リア各地や中部 ロシア、北コーカサス、南 コーカサ

スにまでお よんでいる。南 コーカサスでは黒海沿岸に1882年 エ ス トンカ、　 1884年 リンダ、

サル メ、1886年 エ ス トサ ドク、ノヴォエス トニアの各村 がひ らかれたが、これ らは現在まで存

続 してい る[Raag　 1995:344]6。1880年 代 、南 ロシアのサマラ県 にもエス トニア各地か ら移

住地 を求めた人々 が、バル ティカ、エス トニ ア、 ゴレツ キ村 に定住地 をみつ けてい る[vas

1984:119-121]。 す でに一部 は鉄道 を利用 した が、荷馬 車 と徒歩 で現地へ向かった人 も少な く

ない。 うちエ ス トニア村 は1885年61家 族 が植民 された。村民の69%は 土地を持たない貧農

出身 、11%は 小作農、18%の み がrooル ー ブル以上の資産を持 っていた。その他 に靴屋、鍛冶、

革職 人、大 工な どが含まれていた。 当時、移住には県政府の許可が必要であったが、増加す る

移住申請 に許可が追いつかず 、なかには許可な しで 目的地へ出発す るもの もあった。そ して当

局の土地の配分 をまたず、現地で勝手 に土地を入手 しよ うとす るものもいたため、サマラ県は

エス トニアへ無許 可の移住を禁止す る要請 を行ってい る。

　 ペテル ブルグの都 市住民

　農民 とは別 に都 市へ移住 した人 々もあった。最大のエス トニア人人 口を抱えていたのは首都

ペテルブルグで、18世 紀 は じめの開都以来、労働や教育を求 めるエス トニア人を吸収 し続け、

1850年 には6,000人 近 くにまで増大 している[Raag　 l995:343]。 さ らに1917年 には5万 も

のエス トニア人をかかえ、タリンにつ ぐ第二のエス トニア人都市 ともなっていた。特に　1880-90
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年の増加 は著 しく、この間に20%増 えた。 また当時エス トニア人はペテル ブル グにおいて、ロ

シア人、 ドイ ツ人 、ポー ラン ド人 、 フィン ラン ド人 につ いで第5番 目の位置 を 占めてい た

[Peterson　 1986:95・6]。 人 口増加 に ともない社 会活動 も活発 に行われ、教会 、学校、文化団体、

互助会のほか、三つ の学生協会が存在 した[Nigol　 1918:14]。 そ のほか リガ、プスコフ、モ ス

クワな どに もエ ス トニア人が集 中 していた。

　 ところで、エス トニアの ソ連か らの独立回復 において、西側 の在外エ ス トニア人の果た した

大 きな役割について冒頭で述べ たが、1860年 代帝政 下のエス トニアの民族運動においても、エ

ス トニアを支配 していた言論統制 、 ドイ ツ人の文化的圧迫か らのがれてエス トニア域外で活発

な活動がお こなわれていた。 エス トニアの知識層の多 くはその活動拠点 をよ り自由で寛容な雰

囲気の支配す るペ テル スブル グにおいていたが[Raag　 1993:346][Zetterberg　 1995:73]、 エ

ス トニア人 に向け盛ん に民族主義的扇動活動 をお こなっている。 ことに当時エス トニアにおい

て勢力を握 っていた ドイツ系上層階級 に対 し、 ロシア皇帝の勢力 を頼み排除 しよ うとす るグル

ープにとってはペテル ブルグは好都 合な場所であった。

　その後もペテル ブル グ(ペ トログラー ド)は 、エス トニアがロシアの支配か ら独 立 を志向 し

始 めるまで、民族運動の拠点 となっていった。エス トニアの 自治を要求 した1917年4月 のエ

ス トニア共和主義者のデモにはロシア軍服役 中のエス トニア軍人15,000人 もふ くめ4,000人

が参加 した[6ispuu　 1992:70][Zetterberg　 1995:88-89]。

　 こ うして、帝政時代を通 じてエ ス トニア人の ロシアへの人 口の流 出は続き、1897年 人 口調査

では、エス トニア(エ ス トラン ト、 リフラン ト)以 外のロシアに約12万 人 、つま りエ ス トニア

人全人 口の約12%が 、 そ してペ ッツェ リのセ トゥ人(当 時16,512人)を エ ス トニア本国側 に

入れた として約10%[Kulu　 1992:21][bispuu　 1992:311]が ロ シアに居住 していたこ とにな

る。その ロシア在住エス トニア人の内訳は、 ヨー ロッパ ではペテルブルグ県約64,100人 、 プ

ス コフ県25,400人 、 ノブゴロ ド県3,100人 、 タ ウリア県2,200人 、南 ロシア ・ボルガ流域の

サマラ県2,000人 、 トゥヴェ リ県1,500人 で あった。 さらにシベ リアでは4,200人 、 コーカサ

ス4,200人 、中央アジア400人 が あげ られている。その後もエス トニアか らロシアへの移住の

波は とだえず、ロシア西北部、シベ リアや ヴォログダ県の新開地へひろがった。 こうして1910

年 代 末 に ロシ ア にお け るエ ス トニ ア人 の 人 口は ピー クに 達 した とみ られ て い る[Kulu

l992:21]。 帝 政時代末期のロシア在住エ ス トニア人につ いてのAugust　 Nigolに よる古典 とも

いえる概説書によると、当時 ロシアにおけるエス トニア人の居住地 は318に の ぼ るとされ てい
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る[Nigo11918:5]7。 しか し、当時のエス トニア人の人 口を直接語 る資料はない。ただKulu

が 述 べるよ うに1926年 ソ ビエ ト政権下では じめてお こなわれた人 口調査では、 ソ連のエス ト

ニア人は154,600人 余 りで、次に述べるよ うに独 立したばか りのエス トニア共和国へ1920・23

年 間 に約4万 人が帰還 していることを考慮 に入れれば、帝政末期には約20万 人 のエス トニア

人がいた と推測 される[Kulu　 1992:22]8。 つ ま りエス トニア人の実に6分 の1割 がロシア側

にいた といえる。

　各地に移住 したエ ス トニア人はそれぞれの居住地域 でさま ざまな組織的な活動 をお こなって

いる。規模の大 きい居住 地ではエス トニア人の集 会所、教会、学校な どが設立され、農業協会、

コー ラスグループ、劇団 、互助会 、慈善団体な どの活動がお こなわれていた。Nigolに よれば、

1848年 設 立された ミヌシ ンスク近辺の上スエ トゥキ村 には130家 族 が住んでお り、教会、二

階建 ての学校 、協同組 合があった[Nigol　 1918:59]。1850年 代 に植民 されたボル ガ下流域のサ

マラ県の村 々では中年以降の男性 たちが、エス トニアからPa°rnu　 Postimees　 Olevikな どの新

聞を共同で注文 し読みあって、故郷の出来事 に心 を寄せ ていた とい う[V6ti　 1996:158]。 ま た

ペテル ブル グ、モ スクワなど都会の他、 トムスク、コーカサスの ピャチゴルス クな ど各地でエ

ス トニア語 の新聞や雑誌が発行 され てい る。 ロシア全土に広がったエス トニア人達はまた、相

亙 に緊密な連絡を と りあ ってお り、地域的 な会合や歌謡祭を合 同で開催 している。1910年 に

はペテルブル グにおい て、エ ス トニア移民の全国会議が開かれ、二年後にはノブゴロ ドで全国

歌謡祭がおこなわれ た[Raag　 1993:347]。

　 1900年 代 は じめ、先 に述べた よ うにペ トログラー ドでのエス トニアの 自立を志向す る運動は

本国の独立に大きな影響 をあたえ るものであったが、その よ うな民族的な動 きへの反応 ははる

か離れた地域 のエス トニア人の あいだでもみ られる。1918年 トムスクで発刊 されたシベ リア在

住エ ス トニア人の新聞Siberi　 Asunikに お いては当時独立をめざしてバル ト ・ドイツ軍 と戦い、

ついでロシア との関係 も悪化 しつつあったエス トニア本土の状況がつぶ さに報 告されてい る。

しか し一方では、シベ リアでは ロシア革命 ののちも依然 として続 くボル シェ ビキと反革命軍 と

の権 力争いの戦況がつた え られ、エス トニア人 の間 にはかな りの動揺が あり、ロシアにおいて

共同で安全を確保す る必要にせ ま られていた状況 も推察 される。

3　 エス トニア共和国時代の在 ソ ・エス トニア移民(1918-1939)

　すでに述べたように帝政末期、エス トニア人の伝統居住地域以外ではロシア帝国内に約20
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万人のエス トニア人が居住 していたとされ てい る。1920年 タル ト条約においてエ ス トニアの独

立がロシアによって認 め られたが、 これ を契機 に、双方の住 民は本来本国 とみなす方へ帰還が

許 され るこ とに なった。 この機 会 を利用 し1920-23年 の 間 にエ ス トニアへ帰還 した もの は

37,573人 で あった。

　 タル ト条約 における住民の相 互移籍についての取 り決めに基づ き、 ソビエ ト・ロシアで1920

年 か らエス トニア人の帰還の手続 きを行 ったのはエ ス トニア移籍委員会であった。エス トニア

移籍委員会の活動についてはMedijainenに よって明 らかに されているが[Medijainen　 1995]、

当時エス トニア とソビエ ト・ロシアの間 には正式の外交関係がな く、大使館 、領事館がない状

況でロシアにおい て事実上エス トニア外交代表部の役割 を果たす ことになった。 内戦が続 く混

乱 した状況のなか で、各地に委員会 が設置 された。 しか しエ ス トニア住民だけではな く、移籍

委員会 にたい しても略奪や帰還の妨 害がお こなわれ 、活動 は困難 をきわめた とい う。また ロシ

アか ら帰還 した人 々の 中に、エス トニアでの生活に不満 を となえ始 めるものや、 ロシアの情報

部員や共産党員 が潜入 している場 合があ り、国家に とっても危険分子を抱え込む危険性が あっ

た9。 さらに委員 会関係者 の中には、引揚者の荷物を利用 し物資の密輸 をはか る もの もいた と

いわれ る[Medijainen　 1995:8-9]。 一 方、 ロシア側が 自国への引き揚げ対象 と したのはお もに

戦争避難民 と捕虜で、ロシア外務人民委員会下の住民引 き揚 げ局が担当 した。

　エス トニア帰還政策 は移籍委員会の廃止 とともに、1923年 で 中断することになったが、 これ

には当時のエス トニア とロシアの不安定な関係 も大き く影響 していた。1921年 、 講和条約 を前

年締結 したばか りの両国間関係は依然 として悪 いままで、当時 ソビエ ト・ロシアで は社会主義

世界革命 を支持す る勢力が強 まってお り、エス トニアへ もその影響 は及びつつ あった。 ロシア

に居住す るエス トニア人のなか にはエ ス トニア共産党員が多 くお り、1924年12月 にはエス ト

ニア国内の勢力 とともに武 力による政権の転覆をはかった。 これは結局失敗 し、共産 党は非合

法化 される一方、共産党員の一部はソ連へ脱 出 した[bispuu　 1992:100・2]。 こ の後1920年 代

後半も逆にエス トニアか らソ連へ移住す る移住する人々は存在 したが、お もに共産 主義 の理想

に共鳴する人々であった10。　 Kuluに よれば1924・38年 間 に海外にわたった16,300人 の うち

19%、 約3,200人が ソ連へ 向かった[Kulu　 1992:75]

以 上 のエス トニア人帰還政策に よっても20万 人 の うち結局約五分の一 が帰還 したのみで、1926

年 の 統計では、ソ連のエス トニア人は154,000人 あま りで、ロシア在住150,000人 の うち、 レ

ニングラー ド州 、カ レリア州合計で87,000人 あ ま り、シベ リアに29,800人 が 分布 し、 ウク ラ
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イナ2,000人 、 コーカサス1,000人 あま りとなってい る[ospuu　 l992:312]。1897年 に 比較 し

て特 にエス トニア近辺の レニングラー ド県、プス コフ県で大き く減少 している。 これは、1920

年 の タル ト条約 でこれ らの地域の一部が住民 とともにエ ス トニアに編入 され たこと、 さらに上

記のエ ス トニア人帰還政策でエス トニア に引 き揚げた人々が多数 この地域か らでた ことにあっ

た[Kulu　 1992:27]。 　 これ以降 ソ連のエス トニア人口は、エス トニア本国か らの補充がなが く

途絶 えただけではな く、スター リンによる集団化、粛清など強圧政策お よび 民族語教育の制限

な どによ り、 さらに減少 している 。13年 後 にお こなわれた1939年 の統計では、ソ連のエス

トニァ人全体の数は143,000人 で 、ロシア全体では130,500人 と減少 したのに対 し、シベ リア

では33,500人 へ と増加 している[Raag　 1995:357]。 この増加は、30年 代 後半ヨーロッパ ・

ロシァにおいて始まったシベ リアや北 ロシアへの強制移住によるものである[Kulu　 1992:54]。

　 言語面での後退 は さらに著 しい。1926年 の統計では ソ連の15,4000の エ ス トニア人の うち

139,000人(90%)が エ ス トニア語を母語 としていた。77%は 地 方に住んでお り、その94%が

エ ス トニア語 を母語 と したのに対 し、都 市に住む23%の エ ス トニア人の場合、母語保 持率は68%

で あ った[Kulu　 1992:23]。 それが約15年 後の1939年 に はロシアのエス トニア人の うちエス

トニア語 を母語 とす るものは43%に ま で落 ちている。

　 本国エス トニアが独立 し、人々がエス トニア国民 として統合 され る一方で、20年 代 にはい り

状況 が落 ちつき始 める と、ソ連に残 ることになったエ ス トニア人たちは社会主義体制へ編成 さ

れ始めた。 シベ リアで10月 革命 以降 も発行 されていた 新聞Siberi　 Asunikな ど も廃刊 された

ほか、それまでのエス トニア人の教会活動 、文化活動 も停止 された。それ らに代わ り民族教育

は、 当時の民族政策の基本方針 にそって他 の民族 とともに一括 して民族教育人民委員会 の管理

下 におかれ、各地 にエス トニア語の初等学級が設け られた。学校は1926-27年 に は180カ 所 に

あ り、帝政時代 よ り多かったが、20年 代 は じめに多 くの教師がエス トニアへ引き揚げたため、

深刻 な教師不足であった[Raag　 l995:353]。 同 じ頃ペ テルブルグや シベ リアには教師養成所

が設 立 され た。 当時の民族政策は民族語 を重視 したため、文化、政治活動にも民族語 は広 く用

い られ た。1930年 には、66の 村 ソビエ トで全面的に、24カ 所 で部分的にエ ス トニア語がもち

い られ ていた。また出版活動 も活発で、1926年 エ ス トニア ・プ ロレタ リア作家協会が結成 され、

新体制 に沿った雑誌、新聞な どが数多 く発刊 され た。最盛期には新聞13紙 、雑誌28誌 が出版

されていた[Raag　 1995:352]。 しか し1930年 代 末民族政策の弾圧期の到来 により、ほ とん ど

の民族語教 育 とともに これ らの出版物 も姿 を消 した。1937年 に本格化す る民族政策の後退は、

その後のエス トニア語の地位や保存 に大きく影響す ることになった。

210



　 ところでエス トニア本国では20年 代 は じめの左翼クーデ ターの試みや対 ソ関係の悪化な ど

社会状況が悪化す る中で、共和国時代に北アメリカ、ブラジルな ど西側へ移住 した人々は17000

人 に達 している[Oispuu　 1992:312]。 しか し共和国時代のエス トニアは この ように海外へ流出

した在外エス トニア人に対 して強い関心 をもってお り、1928年 在 外エ ス トニア人のための雑誌

を発行 し、二年後 には在外 エス トニア協会 を設立 した。 これは海外のエス トニア人の団体 と協

力 し世界エス トニア人会議 を定期的に開催 した。 しか しこの活動 もエス トニアの1940年 の ソ

連への併合とともに中断す ることになった[Raag　 1995:356]。

4　 ソ連 に よ るエス トニア の併 合 後(1940-)

　 エ ス トニアのソ連併合後、エ ス トニア人に対 して実施 されたシベ リアその他への追放、強制

移住 は、二度大きな規模で行 われ てい る。一度は第 二次大戦前夜の緊張 した国際情勢の中で軍

事的圧力の下、行われた ソ連への併合直後実施 され たもので、 目的はエス トニア共国時代の政

治家 を中心とする指導層 の壊滅にあった。政治犯 としてだけで も7,000人 が シベ リア、北 ロシ

アの強制収容所に送られた。家族を含 めた一般 追放者の数 はさらに多 く1941年6月14日 一 日

で1万 人以上 もの人 々が送 られたが 、内3,000人 は15歳 以 下で あった とい う[Sinilind

1985:23・4]。 この ような40年 代 は じめの弾圧が、のち1944年 第 二次大戦 中エ ス トニアを占領

していた ドイツの敗走の後、 ソ連 の再進 出をおそれた人々が西側へ大量 亡命 した原因 であ った

といわれる。実際に1944年 の ソ連体制の復活 により、「人民の敵」に対 し大規模 な粛清 とシベ

リア追放がおこなわれた。なかで も1949年3月 農業の集団化に ともなって、いわ ゆる富農 、

クラク としてシベ リアへ家族 とと もに送 られた人 々は80,000人 に もの ぼる とい われてい る

[Sinilind　1985:26]。 この うち27,835人 は1954・60年 にエス トニアへ帰還 している[Raag　 1995:

357]。 ま た1939年8月 ロシア、 ソ連 と ドイ ツの間にモロ トフ ・リッベ ン トロ ップ議定書が締

結 されたあと、1944年 ま でに15,000人 の ほぼすべてのバル トドイツ人が ドイ ツへ引き揚げた。

　 一方 ソビエ ト政権復権後のエス トニアでは、エス トニア出身 ではな くロシア出身 のエ ス トニ

ア人が共産党幹部、政府役人 の要所 に登用 され、エ ス トニアの ソビエ ト化 に大 きな役割 を果 た

す ことになった11[Zetterberg　 1995:133-134]。 強 制移住者 も1956年 以 降大部分は帰還 したが、

一部 はその経歴のためエス トニア では不利な条件におかれたため
、移住 地に定着 した り、他地

方に居 を構 えた人々 もいる。またかつてのエ ス トニア人移民の子孫 の帰還 も1950年 代 は じめ

か ら再開 してい る。
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　 ソ連体制下での ソ連各地のエ ス トニア人の人 口の推移をみ ると、1939年 か ら1959年 の20

年 間 に約143,000人 か ら95,000人 ま で約5万 人の大きな減少 がみ られ る[Raag　 1995:357]。

減 少の原因には第二次大戦 中の犠牲者や ドイ ツ占領地域で あったペイ プス湖東岸 か らのま とま

った帰還者 も含まれるが、大部分は1950年 代 のエス トニアへの帰還者 による ものである[Kulu

1992:46]。 これは、おそ らくス ター リン体制後の緩和政策によるとお もわれ るが、当然エス ト

ニアが ソ連へ編入 されたことで障害が なくなった ことが大きな理由であろ う。

　 しか し1959年 以 降1989年 ま で、人 口統計では1970年82,000人 、1979年72,000人 、1989

年59,000人 と10年 ご とに約1万 人ずつ減少 してい る[Raag　 l995:357]12。 この間もエス ト

ニア人の帰還は順調に続いていたとみ られ るが、減少がほぼ一定であったことか ら、 ソ連体制

の確 立に ともない、 ソ連各 地でのエ ス トニア人を とりま く政治的、社会的状況が とりあえずは

安 定 していた と推測で きよう。H.Kuluに よれば1989年 の時点でエス トニアにはエス トニア以

外の ソ連 の各地で うまれたエス トニア人 、つま りかつて何 らかの理由で移住 したエス トニア人

の子孫 は38,538人 に ものぼってい る[Kulu　 1992:4648]。

　 ただ し、この間 もエス トニア本国以外 では、エス トニア語の母語保持率は、低下 してお り、

民族語教 育廃止等、1930年 代 後半以降後退 した民族政策の影響 はあらわれている。1979年 エ

ス トニアを除 くソ連のエ ス トニア人人 口 約72,000人 の うち、エス トニア語を母語 とす るもの

47%、 第 二言語 とす るもの12%で あ った[Vrikberg&Vaba　 1984:145]。1989年 に は約59,000

人の 人 口中、母語話者 は43%に まで低下 した[Kulu　 1992:48]。

　 またエ ス トニア人の ソ連各地 に分散す る同胞への関心はあった ことは容易に想像 できるが、

実際に、分散 したエス トニア人の地 を訪れ、それ らの現状 が雑誌等の記事であ きらかにされ 、

また研究対象 となるのは、1970年 代 か らである13。 特 に1975年 以 降10年 の 間に、東エス ト

ニア人の歴 史、文化 についての出版物が 突如あ らわれ始め、エ ス トニア科学院、歴 史博物館の

調査隊な どがエス トニア人居住地の踏査 をお こなっている[Taurist　 1986:67]。 エ ス トニアに

おける ソビエ ト体制の確立 とともに、60年 代 にはい りエス トニアでは生活 レベルの向上がみ ら

れ、いわゆる雪解 け期の りベ ラル な雰囲気が学問分野で もお とずれていた。おそ らく、このこ

ろか らソ連各地 のエス トニア人に対 しての何 らかの働 きかけ もあったのであろ う。 しか し一方

で、西側エ ス トニア人に対す る関心はその歴 史的い きさつのため、公の舞台にあ らわれるとは

なかった。
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5　 エ ス トニ ア独立 回 復後(1991-)

　 ソ連の公式の人 口統計では、その解体直前の1989年 には約63,300人 のエス トニア人が ソ連

各地に住んでいた といわれ てい る[Kulu　 1992:133]。 ソ連の解体 前後期の経済混乱、紛争の危

険性 など東エス トニア人の苦境が伝 えられるなかで、エス トニア国内ではかれ らへの支援や帰

還 の必要性が叫ばれ始めていた。 これ と呼応す るように、1988年12月15日 タ リンにて、お

そ らくソ連の他地方か らエス トニアに帰還 したエス トニア人 を中心 として、 「連邦エス トニア人

協会」が設立 されている[Leisson　 1989]。 上 に も述べた よ うに、かつての強制移住者をふ くめ、

かな りの数 にのぼる人 々が1950年 代 以降帰還 してお り、民 主化の勢い に乗 じ、それまでいわ

ば日陰者的存在 であったかれ らに 自由な意思表示のできる状況の訪れ たことが背景 にあろ う。

協会 の 目的 とされ たのは全 ソ連邦内のエス トニア人居住地域 にお けるエ ス トニア文化 の保存 と

相互の連絡の強化 であった。具体的 にはエス トニア移民の文化、言語についての調査 ・研究 を

おこない、かれ らについての歴史的資料を保存す ること、 さらにエス トニアに帰還 した人 々の

生活への適応や地位の向上に助力す ることがあげ られた。また 旧ソ連各地のエス トニア人の間

において もさまざまな団体が結成 され、長 く中断 していたエス トニア語教育への動 きが再開 さ

れてい る。ペテルブル グでは1992年 エ ス トニア人の活動が復活 し、エ ス トニア語補習教 育が

始 まった[Raag　 1995:357]。

　 帰還するエス トニア人の うちでもっとも緊急を要 したのは、1989年 に 始まるグルジア ・アブ

ハ ジア内戦に巻 き込まれる ことになったエス トニア人達であった。 かれ らはそれ まで旧ソ連で

は最 も安定 した生活 をお くってお り、70年 代 か らもエ ス トニアでは度々紹介 され ていただけに

大きな関心をよぶ ことになった。本国のエス トニアは彼 らの窮状に素早い反応 を示 した。近年

エス トニア政府の移住局を通 してエス トニアに帰還 した東エス トニア人 は600-650人 で 、その

うち約400人 はアブハジアか らであった[ETA　 4.3。94]14。 さ らに最近では戦乱にくわえ財政

難か ら教師の給料や教材が払 えず、ス レブ、サル メ村では40人 ほ どの生徒 に対 し授 業を中断

している。 これは113年 の歴史上初めての ことである とい う。そのため現地のエス トニア人達

がエス トニア教育省 に対 し援助 を申請 した と伝 え られている[Mattson　 1997a]。

　 本国のエス トニア人にとって援助 は当然の もの として受 けとめ られたが、念願の独 立回復 を

はた し、着 実に向上 しつつ ある生活 レベル を肌で感 じつつあったかれ らにとっては単純に、同

胞 としてひ と事 と思えぬ心境 であったに相違 ない。また一方 では、エ ス トニアの独立回復 を契

機 に、その理念 の根元にあるエ ス トニア人の統合母体 としてのエス トニア国家 の完結 とい う理

213



想 もあったであろ う15。国 家 として も、これ らのエス トニア人の帰還運動をすすめてはきたが、

どち らか とい うと民族的同胞愛 と世論に支 え られた場 当た り的な処置 といえな くもない。憲法

36条 においては 「すべてのエス トニア人はエス トニアに入国す る権利がある」 とは うたわれて

はいるが、エス トニア人 とは誰か とい う定義 は存在 しない。 国籍法では1995年4月 より、エ

ス トニア人 の血 を引くもの も、国籍取得 のためには外国人 と同 じ手続 きが必要 となった。す な

わち一般 の手続 きによる、5年 間の連続 した滞在 を経 て申請の権利 を得るので ある。またかつ

ての1920年 代 の ようにロシア との間 にエス トニア人引き揚 げに関 して何の取 り決めも交渉 も

存在 しない(Astrid　 Tusikuに よる16.1.1998)。 しか し、エス トニア外務大臣T.H.　 nvesが 新

聞のインタ ビュー に答 えた ように、法的にはエス トニアの国籍 をもたぬ彼 らを帰還 させ る義務

は存在 していないのである[Jaesaar　 1997a]。

　 さらに、東エス トニア人帰還 に関 しては多 くの現実的問題が存在 してい る。1920年 代 の帰還

者の よ うに、マフィアなど歓 迎 され ない人々の流入 も危惧 されてい る。 しか し、 タル ト大学在

外エス トニア人研究所所長のKuluの 指摘す るよ うに、なに よりも大きな問題は、事実上大部

分のエス トニア人はロシア語化 し、 さらにその家族 のロシア人を ともなってきた場合、 ソ連時

代大 きな問題 であったロシア語人 口をさ らに増加 させ ることが明 らか なことで ある[JBesaar

l997a]。 しかも今回は身 内の中にロシア語話者 を抱えることにな り、今までの言語=民 族の原

則が大 き く崩れ ることにな りかねない。勿論、現在 のエス トニアにとっては、かれ らを帰国 さ

せ 、住居や職をあたえ、教育をお こな うことは大 きな経済的負担であるのはい うまでもない16。

この ように東エス トニア人を迎え ようとす る一方で、実際 にはあま り歓迎 され てはいない点 も

指摘 できるので ある。一方 で、ロシア出国のた めのパスポー ト、 ヴィザの入手手続 きな ど、現

地に障害があ る場合 もある17。

　現 時点 での旧 ソ連圏のエス トニア人人 口について、正確な数は不明 としかいわ ざるをえない。

最近提 案 され 始めた帰還者の大量受 け入れ構想 に対 し、H.Kuluな どは、ロシアには少な くと

も一方の親 がエス トニア人の人々は10-15万 人 お り、その家族をふ くめると20万 人 の人々を

受 け入れるこ とになるとさえ警告 している[Runnel&Paart　 1997]。 上 にみた とお り、エス ト

ニア独立回復後激動す る情勢のなかで、東エス トニア人はかな りの数が帰還 しているが、その

ほか、 ロシア国内部での移動や国外への移住 も考え られ 、各地の人 口は1989年 の 統計 とは大

き くことなってい る可能性がある。た とえば、戦乱の伝 え られたコーカサスのアブハジァでは、

現在約500人 の エス トニア人が もとの村にお り、黒海沿岸の ソチには800人 が疎開生活を送っ
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ているといわれる[Mattson　 1997b]。 約400人 はエ ス トニアに帰還 したことは上 に述べたが、

なかには元の村へ再び戻 った人々もい る[Peensoo　 l997]。

6　 まとめ

　エス トニアからロシアへむかった人々の波は大きく二つの時期に集中している。

　一つはロシア帝政末期の19世 紀後半から、20世 紀前半にかけての新天地を求める移住の時

代であった。この動きには一方では、財政上の理由か ら未開地に植民を奨励 し、また他方では

コーカサスなど支配下に入ったばか りの土地に支配基盤を築こうとするロシアの国家的な意図

が背景にあった。さらに、移住者の側には、 ドイツ人領主による封建体制が崩壊 し、資本主義

社会が形成される過程で放出された無産農民層の土地を求めるせっぱ詰まった事情があった。

この意味で、この時期の移住はほとんど同じ頃ヨーロッパから新大陸へ向かった移民の動きと

比較できよう。

　第二の時期は、1940年 のエス トニアのソ連編入後に始まり、幾度かに集中しておこなわれた

エス トニア人の強制移住である。これは、社会主義政策にとっての思想的異分子や集団化にお

ける障害の排除という体裁をとってはいたが、実際にエス トニアにおいては、ソビエ ト＝ロシ

アの支配強化を目的にしたものであったといって間違いはない。これは、50年 代以降顕著にな

る、ロシア人等スラブ系労働移民のエス トニアへの大量投入 と表裏一体をなすものであったこ

とは明らかである。

　以上二つの移住の波には、形態こそ異なるとはいえ、少なくとも部分的は、ロシアのエス ト

ニアに対する、「帝国の属地支配」という関係が反映 しているといえる。

　またこのように様々な理由で移住することになったエス トニア人たちにはエス トニアにもど

る機会も幾度か訪れている。最初の大規模な帰還は1920年 タル ト講和条約でエス トニアがロ

シアから実質的な独立を獲得した時であった。次は1950年 後半以降である。前者はロシア革

命後の混乱期、後者はスターリン体制後の雪解け時代で、ロシアの覇権主義 ・支配力の一時的

に弱まった時代であった。そして現在、第三期めの帰還の動きが進行中であるといえる。今回

はエストニアが独立を回復し、また争乱 と混乱のまっただ中に残 された同胞を呼び戻す本国の

運動に支えられているとい う点では、1920年 時の帰還運動と共通するところがある。 しかし、

いくつかの間題的も指摘できる。

　ひ とつは、帰還の対象を、エス トニア人が理想とするようなエスニックな定義、すなわちこ
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とばや文化を指標 として限定することは、もはや現実的ではないし、容認されえない現代の趨

勢がある。かといって、現在のように、かつての旧共和国時代の国民およびその子孫とい う旧

国籍に依拠することは、それ以前の移住者を除外することになる。現在エス トニアに大量に居

住するスラブ系住民を排除す るための国籍法が、エスニックなエス トニア人の一部を排除する

ことになっているのである。

　第二の点はエス トニア人の帰還は彼 らにとって必ず しも唯一の選択肢ではなくなっている。

これはロシアが、人々を強制的にとどめる力をすでに失っていると同時に、多くの東エス トニ

ア人にとって、幾世代も居住してきたロシアはすでに、家族関係や生活基盤から事実上の故郷

となりつつあることがある。さらに、いわゆる東西対立の少なくとも表面的な消滅は、一時的

な混乱におかれてるとはいえ、同胞の召還の緊急性を減じる方向にむかわせるのは避けがたい。

　第三に、エス トニアの国内事情があった。そのひとつは、増大したロシア人の問題である。

上に述べたように、ロシア人およびロシア語人口を抑えたいとい うエス トニアの意向は東エス

トニア人受け入れにも大きく影響を及ぼしている。

　とはいえ、再び独立国家として自立を得た今、東エス トニア人の召還はエス トニア人にとっ

て果たせ得なかった二つの理想とかかわっていることは事実である。民族こそ同胞であるとい

う信念を50年 間はぐくんできたかれらにとって、民族統合のひとつの障害が除かれたこと。

そして、300年 にわたる帝政支配の負の遺産の精算 という点において、である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

1各 国の統計を総合した結果1986-91年 の主な国ごとの分布は、アメリカ26,760人 、スウェー

　 デン25,500人 、カナダ20,530人 、オース トラリア6,330人 、イギリス2,730人 、西 ドイツ2,400

　 人、フィンランド、ブラジルなどがつづく[Kulu　 1992:133]。

2　 ソ連時代の在外エス トニア人の文化活動は本国をうわまわり、共和国時代の伝統を継承してき

　 た。またソ連時代、西欧 との接触の制限されていた本国の人にとって、さまざまな制約はあっ

　 たが、かれらとの交流は西側世界へ通じる窓であった。しかしエス トニアの復興においてもっ

　 とも影響力が大きかったのは、政治的な活動においてであった。エス トニアの法的存在の象徴

　 として亡命政府が1944年 ス ウェーデンに樹立され、憲法でさだめられた大統領の代理をつと

　 める首相が以来1992年 まで選出されてきた。また在外エス トエア公館の活発な活動によって、

　 西側諸国の多くはソ連によるエス トニアの併合をみ とめていなかった[Vahtre　 1993:174]。

3　 実際には1918年12月 ソビエ ト・ロシアはエス トニアの独立を承認している。これは ドイツ軍

　 が排除されたあとの混乱の中で、ペ トログラー ドで結成されたエス トニア臨時革命政府が11
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　 月ナルバにて宣言 したエス トニア労働者コミューンに対 し、ロシアの人民委員会議が与えたも

　 のである。この決議には レーニンの署名もあった。しかし、翌一月臨時政府はロシアへ引き揚

　 げたあとまもなく廃止された[Zetterberg　 1995:95]。

4Nigolに よると、マハ トラの乱に関与した事で名を馳せたマハ トラ郡郡長、マハ トラ ・ハンス

　 は1916年 、この村でなくなった[Nigol　 1918:14]。

5T.Vatiの 指 定するように、19世 紀後半の農民の土地をもとめての移住やこの後触れる労働者の

　 都市への移住は、当時急速に進みつつあった資本主義の進展と大きくかかわっている。土地所

　 有の再編と社会階級の断層化でうまれた土地をもたぬ農民の多くは都市やロシアの入植地へ向

　 かうことになった[V6ti　 1984:18]。

6南 コーカサス ・アブハジアのプソウ河 口のサルメ、スレヴ村などは、1850-60年 代 の民族蜂起

　 でアブハジア人たちが追放 された後に植民されている。エス トニア人たちが入植 したときには

　 村はすっかり林に覆われていたという[Pardi　 1984:242]。

7当 時のエス トニア人居住地の数としてあげられる数値にも大きな幅がある。Maamagiで は1920

　 年代末の居住地数 として498を 算出している 〔Maamagi　 1980:12]。

8戦 争 からの避難民を含めると23万 人 といたともいわれる 〔Medijainen　1956:6]。

9　 他方では帰還者のなかには高い専門知識や技能を備えたものが多 く、エス トニアの経済発展に

　 貢献するものもあったとい う指摘もある[Oispuu　 1992:100・2]。

10帝 政時代に海外にわたったエス トニア人の中にも共産主義者もお り、特に北アメリカではエス

　　トニア人の問で活発な政治的な運動をおこなっている。エス トニアが1920年 独 立すると、か

　 れ らの一部は ソ連へ移住 し、 ドン川流域の ロス トフ近辺に農場を設立 している[Raag

　 1995:353]。

11エ ス トニアの民主 ・民族主義運動が本格的に始まった1988年 までの十年間ロシア語教育の強

　 化などロシア化や 「ソ連人」創出の責務をおってエス トニア共産党主席をっとめたKarl　 Vaino

　 は1947年 エス トニアに帰還 した東エス トニア人であったが、ほとんどエス トニア語ができな

　 かったことでしられていた[◎ispuu　1992:268]。

121989年 の内訳は、ロシア46,390人 、 ウクライナ4,208人 、カザフスタン3,397人 、ラ トビア

　 3,312人 、グルジア2,316人 、ウズベキスタン854人 となっている。ロシア内の主な分布は、

　 エストニア近辺をふくめたロシア北西部10,450人 、シベ リア17,269人 、コーカサス4,698人 、

　 中部ロシア4,551人 、 ウラル地方2,830人 、北ロシア2,177人 で ある[Kulu　 1992:46・71]。

13例 外的に1949年 に黒海沿岸のエス トニア人の村にっいての記事が存在するが、本格的な研究

　 が始まるのは1970年 代 に入ってからのようである。それも当初は、一見私観の入 りにくそ う

　 な方言、フォークロアの分野のものが大半をしめている。他方1920年 代 前後のエス トニア人

　 の運動や政策についての研究は厳しく制限されていたようで、当時シベ リアや レニングラー ド

　 でエス トニア人によって発行されていた新聞、雑誌などは閲覧が90年 代 まで厳 しく禁止 され

　 ていた事にもあらわれていよう。

14こ れはエス トニア国籍・移住局帰国部A.Jaanus部 長のインタビューとしてあげられているが、

　 実際の数はこれよりも多い可能性は否定しなかったとされている。最近の情報ではアブハジア

　 からの帰還者は492人 となっている。かれらは月4,190(35,000円)ク ローンと住宅手当が支

　 給されているとい う(Astrid　Tusikuに よる16」.1998)。

15お そらくその現れであろうが、80年 代末以降、エス トニアから旧ソ連各地のエス トニア人居住

　　地への調査が飛躍的に増加している。シベ リア、南コーカサスは特に関心の対象となってお り、

217



　 エス トニア民族博物館、エス トニア文学博物館、エス トニア言語文学研究所などが中心となり

　 調査を行ってきた。

16現 在 東エス トニア人の移住先 として提案されているのが、中部エス トニアのプルツァ県パユシ

　 郡への村建設構想である。これは情報省顧問Ants　 Pajuに よるもので、約100家 族 を受け入れ

　 るとい うものである。ただし、そのための資金は、欧州連合の基金の助成に頼るというもので、

　 まず調査費として約140万 クローンを予定している。 しかしこれには、ロシア語話者の扱いの

　 他、東エス トニア人を隔離して居住させることの是非、地方社会への適応の可能性の問題など

　 指摘されている[Jaesaar　 1997b]。 またこの提案に対しては、人口過疎と不況に苦しむ地方の

　 活性化を欧州連合の援助金でやろうとしているに過ぎないとの非難もある[Runnel&P麗rt

　 1997]。

17た とえば、アブハジアのエス トニア人の場合、グルジアから独立をもとめる現地のアブハジア

　 当局の書類は、グルジア、ロシア、エス トニアでは正式ものとは認められていない[Mattson

　 1997a70

付記 　この小論は1995・97年 度文部省科学研究補助金国際学術研究 「ヨーロッパ周縁地域におけ

　 る民族意識の覚醒と再編」(代 表　庄司博史)の 研究成果の一部である。
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